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２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
12
月
８
日
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
被
災
地
域
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西

万
博
２
０
２
５
に
は
国
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
や

日
本
文
化
を
発
信
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

国
内
経
済
で
は
、
高
市
政
権
に
よ
る
積
極
財
政
の
始
動
や
日
本
銀
行
の
利
上
げ
、
そ
れ

に
伴
う
貸
出
金
利
の
上
昇
な
ど
を
背
景
に
、
長
ら
く
続
い
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却

が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
は
企
業
経
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
域
中
小
企
業
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
当
組
合
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
団
地
再
整
備
事
業

で
は
、
脱
退
が
２
社
発
生
し
た
も
の
の
、
既
存
組
合
員
に
よ
る
追
加
利
用
等
に
よ
り
団

地
内
に
は
ほ
ぼ
空
き
区
画
の
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
全

国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
連
合
会
の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
卸
団
地
拡
張
計
画
事
業
化

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
景
観
再
整
備
事
業
で
は
、
高
度
化
資
金
を
活
用
し
て
問
屋
町
地
区
枝
線
道
路
南
北
ラ

イ
ン
及
び
銀
杏
の
実
が
な
る
街
路
樹
２
２
２
本
の
伐
採
・
伐
根
及
び
歩
道
整
備
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
本
年
５
月
に
は
、
世
界
的
な
建
築
家
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

木
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
問
屋
町
会
館
周
辺
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
９
７
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
問
屋
町
交
流
ス
ト
ア
は
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
か
ら
９
月
に
閉
店
と
し
、
跡
地
は
ニ
ー
ズ
が
高
い
問
屋
町
ト
ラ
ン
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
２
号
館
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
も
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
取
り
組
み
で
は
、
組
合
員
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
要
望
の
多

か
っ
た
中
途
採
用
者
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
に

は
組
合
員
８
社
が
参
加
し
、
正
社
員
・
パ
ー
ト
あ
わ
せ
て
４
名
の
採
用
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
や
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
加
え

て
、
海
洋
ご
み
拾
い
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
組
合
員
企
業
の
従
業
員
の
皆
さ
ん

と
夏
泊
半
島
大
島
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
も
最
重
要
課
題
で
あ
る
団
地
再
整
備
事
業
を
着
実
に
推
進
し
つ
つ
、
経

済
的
価
値
・
社
会
的
価
値
・
文
化
的
価
値
の
そ
れ
ぞ
れ
の
創
出
事
業
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
、
組
合
員
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
組
合
員
の
更
な
る
発
展
と
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
　
事
　
長

柳
　谷
　
　章
　二

①街路樹伐採等実施①街路樹伐採等実施
問屋町地区では街路樹（イチョウ）によって歩道の劣化や夜間
照度低下等が引き起こされていることを受け、卸団地景観再整
備計画の一環で、枝線道路南北ライン等の街路樹222本を
伐採・伐根し、アスファルト舗装による歩道整備を行った。

②問屋町内交通死亡事故
　ゼロ１万日達成
②問屋町内交通死亡事故
　ゼロ１万日達成

２０２６年５月完成予定
デザイン　隈研吾建築都市設計事務所

2025年３月14日をもって問屋町内交通
死亡事故ゼロ１万日を達成。
記念事業として、決起大会開催、紅白１口
饅頭配付、卸団地隣接地交差点へのカー
ブミラー設置、市内全小学校へのストップ
マーク寄贈を実施した。

⑤景観事業20周年記念
　花と緑のコンクール開催
⑤景観事業20周年記念
　花と緑のコンクール開催

景観事業20周年を記念し、問屋町
花と緑のコンクールを開催。
自社敷地内の緑地管理や花壇整
備などに取り組む組合員から応募
があり、優秀賞５社、功労賞15社
を選定した。

⑥若手従業員交流会開催⑥若手従業員交流会開催 ⑦市道除排雪の改善に
　向けて市に要望書提出
⑦市道除排雪の改善に
　向けて市に要望書提出

組合の若者定着促進事業の一環で
若手従業員交流会を11月に開催。
交流会には入社１～５年目の組合
員従業員16名が参加し、ペアワー
クやグループワークを通して交流を
深めた。

⑧組合がエコアクション21
　の認定を受ける
⑧組合がエコアクション21
　の認定を受ける

９月に組合が環境省のエコアクショ
ン21に初認定された。
組合では問屋町会館の省エネ化に
取り組んでおり、2024年に事務局
内に設置されたプロジェクトチーム
を中心に準備を進め、認定に至った。

近年、青森市が実施する問屋町内
市道の除排雪頻度減少や実施の
タイミング遅滞などで車両通行に
支障をきたしていることを受け、
組合では10月に市に対して改善
の要望書を提出した。

⑩問屋町交流ストア閉店⑩問屋町交流ストア閉店

組合会館に併設していた問屋町
交流ストアが９月に閉店した。
近年、問屋町内にコンビニやスー
パーなどが出店し、担ってきた役割
を終えたと判断して55年の歴史に
幕を下ろした。

⑨共同倉庫・共同駐車場等
　利用料金改定
⑨共同倉庫・共同駐車場等
　利用料金改定

近年の物価高騰等に対応すべく、
組合の共同倉庫や共同駐車場、トラ
ンクボックス等の利用料金を改定し
た。倉庫は36年ぶり、駐車場は25年
ぶり、トランクボックスは15年前の
開業以来の改定となった。

③トランクボックス
　２号館オープン
③トランクボックス
　２号館オープン
トランクボックス２号館が12月にオープ
ンした。
2011年に開業した１号館の稼働率が
ここ数年100％に近く、空きがほとんどな
い状況が続いていたため、問屋町交流ス
トア跡地をリフォームした。

④中途採用者
　合同企業説明会開催
④中途採用者
　合同企業説明会開催
８月に中途採用者を対象とした合同企業
説明会を問屋町会館で初開催した。
同説明会は組合員からの開催を望む声
を受け企画。当日は組合員８社が出展し、
３４名の求職者が来場。３社で計４名が
採用となった。

2025年問屋町10大ニュース
伐採前

伐採後木のデザイン彩る新しい問屋町へ木のデザイン彩る新しい問屋町へ
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10
日
▽
㈿
山
形
流
通
団
地
来
所

11
日
▽
国
内
経
済
視
察
会
反
省
会

12
日
▽
第
49
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

表
彰
式

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
40

回
会
員
交
流
会

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
第
１
回
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会

18
日
▽
第
７
回
理
事
会

　
　
▽
第
７
回
問
屋
町
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

４
日
▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
の
基
礎

９
日
▼
人
材
定
着
セ
ミ
ナ
ー

11
日
▼
成
果
を
生
み
出
す
会
議
術

16
日
▼
経
理
業
務
の
Ｄ
Ｘ
実
践
法

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

12
月

１
日
▽
問
屋
町
ト
ラ
ン
ク
ボ
ッ
ク

ス
２
号
館
オ
ー
プ
ン

２
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
39
回
通
常
総
会

４
日
▽
組
合
員
昼
食
会

５
日
▽
第
49
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
（
２
日
目
）

　
　
▽
問
屋
町
納
税
貯
蓄
組
合
第

55
回
定
例
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
37
回
親
睦
交
流
会

９
日
▽
㈿
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
来
所

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
で

は
、
忘
年
会
を
兼
ね
た
第
40
回
会

員
交
流
会
を
12
月
12
日
（
金
）
に

百
代
で
開
催
し
、
同
会
会
員
ら
24

名
が
参
加
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
は
じ
め
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
測
定
を
行
っ
た
。
今

回
は
目
標
達
成
者
が
出
ず
、罰
ゲ
ー

ム
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
者
全
員
で

ス
ク
ワ
ッ
ト
に
挑
戦
し
た
。ま
た
、

余
興
で
は
参
加
者
全
員
に
よ
る

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
実
施
。
対
戦

相
手
は
く
じ
で
決
め
、
一
瞬
で
勝

敗
が
決
ま
る
対
戦
や
粘
り
強
い
勝

負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
同
会
で
は
11
月
５
日（
水
）

か
ら
７
日（
金
）ま
で
の
３
日
間
、

岡
山
、
高
松
、
高
知
方
面
へ
の
視

察
研
修
会
を
実
施
し
、
会
員
ら
８

名
が
参
加
し
た
。

　
視
察
先
で
あ
る
高
知
市
の
ひ
ろ

め
市
場
は
市
中
心
部
に
位
置
し
、

食
文
化
、
観
光
、
交
流
の
拠
点
と

　
12
月
９
日
（
火
）
に
㈿
金
沢
問

屋
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
田
中
副
理
事

長
を
は
じ
め
５
名
が
当
卸
団
地
を

視
察
に
訪
れ
た
。

　
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当

組
合
も
利
用
し
て
い
る
厚
労
省
の

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
を

活
用
し
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
先
行
事
例
と
し
て

し
て
１
９
９
８
年
に
オ
ー
プ
ン
。

約
60
店
舗
が
並
び
高
知
の
名
産
品

や
伝
統
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

市
場
内
の
至
る
所
に
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
が
並
ん
で
い
て
好
き
な
も
の

を
持
ち
寄
っ
て
食
べ
る
ス
タ
イ
ル

で
、
休
日
に
は
１
日
１
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
。
周
辺
商

店
街
や
宿
泊
施
設
へ
の
回
遊
効
果

も
高
く
、
地
元
の
祭
り
や
伝
統
行

事
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
季
節

ご
と
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
そ
の
ほ
か
視
察
団
一
行
は
、
倉

敷
美
観
地
区
や
土
佐
刃
物
流
通
セ

ン
タ
ー
等
を
視
察
し
た
。

当
卸
団
地
を
視
察
し
た
。

　
当
日
は
、
当
組
合
の
柳
谷
理
事

長
の
挨
拶
後
、
組
合
概
要
や
同
助

成
金
を
活
用
し
実
施
し
て
い
る
人

材
確
保
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ

ン
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
視
察
や
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

冬場でもできる手軽な運動を体験視察先のひろめ市場

㈿金沢問屋センター来所

同友会会員交流会

食
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
ら
50

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
市
健
康
づ
く

り
推
進
課
の
田
中
保
健
師
が
冬
場

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
田
中
氏
は
「
冬
は
基
礎
代
謝

が
上
が
り
運
動
効
果
が
高
く
な
る

た
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不
足
の

解
消
に
効
果
的
。
毎
日
プ
ラ
ス
10

分
元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
死

亡
リ
ス
ク
や
生
活
習
慣
病
発
症
等

を
低
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
階

段
を
積
極
的
に
利
用
し
た
り
歯
磨

き
中
に
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
す

る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
運

動
す
る
こ
と
が
大
事
」と
話
し
た
。

　
続
い
て
、（
公
財
）
み
ち
の
く
・

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
の
小
山
内
常

務
理
事
が
同
基
金
に
つ
い
て
紹
介

し
、
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

　
最
後
に
、
介
護
事
業
を
営
む
組

合
員
㈱
ア
ピ
イ
の
濱
田
社
長
が
、

同
社
が
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る

薔
薇
の
栽
培
、
コ
ス
メ
製
造
に
つ

い
て
説
明
し
た
。濱
田
社
長
は「
コ

ス
メ
作
り
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、〝
青
森
だ
か
ら
こ
そ
〞
で
き

る
環
境
は
あ
る
。
諦
め
ず
に
ア
イ

デ
ア
を
絞
り
出
し
て
新
規
開
拓
を

し
て
良
い
品
を
届
け
る
こ
と
は
地

域
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
活
動

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
12
月
18
日
（
木
）
に
第
７
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
第
49
回

問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
運
営
委
員
会
か
ら
の
意
見

に
つ
い
て

案
件
二
．
２
０
２
５
年
度
第
８
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

旧年中は格別のお引き立てをたまわり厚くお礼申しあげます。
本年も変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申しあげます。謹 賀 新 年　

理
事
長
　
柳
谷
　
章
二

副
理
事
長
　
佐
治
　
隆
雄

副
理
事
長
　
石
田
　
憲
久

専
務
理
事
　
赤
坂
　
　
晃

理
　
　
事
　
工
藤
　
正
博

理
　
　
事
　
佐
々
木
　
聡

理
　
　
事
　
江
渡
　
文
隆

理
　
　
事
　
大
平
　
幹
夫

理
　
　
事
　
鷲
尾
　
晴
実

理
　
　
事
　
船
越
　
秀
彦

理
　
　
事
　
太
田
　
雄
三

理
　
　
事
　
鳴
瀨
　
正
彦

理
　
　
事
　
柿
﨑
　
忠
俊

監
　
　
事
　
和
田
　
祥
平

監
　
　
事
　
桂
木
　
敏
介

（
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
）

（
㈱
プ
リ
モ
）

（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
）

（
㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
）

（
㈱
Ｋ
Ｇ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

（
青
森
三
菱
自
動
車
販
売
㈱
）

（
江
渡
商
事
㈱
）

（
㈱
大
平
教
材
社
）

（
㈱
技
研
）

（
㈱
角
弘
）

（
㈱
伸
和
産
業
）

（
大
青
工
業
㈱
）

（
青
森
綜
合
警
備
保
障
㈱
）

（
和
田
ゴ
ム
販
売
㈱
）

（
㈲
桂
工
業
）

第
７
回
理
事
会

会
員
交
流
や
視
察
研
修
で

親
睦
深
め
る

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

　
12
月
４
日
（
木
）
に
組
合
員
昼

冬
場
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
な
ど
紹
介組

合
員
昼
食
会

㈿
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
が

視
察
来
所
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
の
６
月
に
大
阪
万
博
で
猛
烈
な
暑

さ
を
体
験
し
、
私
の
中
で
は
今
ま
で
で
一

番
長
い
夏
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
青
森
開
港
４
０
０
年
記
念
事

業
や
青
森
市
を
中
心
と
し
た
国
ス
ポ
が
開

催
さ
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
私
は
ミ
ー
ハ
ー
気
分
で
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
マ
イ
３
大
ニ
ュ
ー
ス

は
「
大
阪
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
は
凄

か
っ
た
！
」「
廣
田
神
社
の
御
神
輿
を
復

活
さ
せ
た
！
」「
念
願
だ
っ
た
高
知
県
の

ひ
ろ
め
市
場
に
行
っ
て
昼
か
ら
カ
ツ
オ

の
塩
た
た
き
と
日
本
酒
を
飲
め
た
！
」

で
す
。
新
年
も
た
く
さ
ん
の
「
面
白
い

こ
と
」
に
出
会
え
ま
す
よ
う
に
。

　
昨
年
は
久
し
ぶ
り
に
国
内
経
済
視
察

会
に
随
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
に
行
っ
て
み
な
い
と
感
じ
ら
れ
な

い
空
気
感
、
熱
意
、
裏
話
、
視
察
先
の

お
も
て
な
し
な
ど
、
様
々
な
学
び
が
あ

り
ま
し
た
。

　「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」。
２
０
２
６

年
は
積
極
的
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
五

感
全
て
で
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
毎
年
有
給
休
暇
が
パ

ツ
パ
ツ
で
す
。
絶
賛
思
春
期
の
息
子
が

所
属
す
る
男
子
新
体
操
チ
ー
ム
の
推
し

活
に
、
名
ば
か
り
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
の
活
動
、
自
分
の
定
期
健
診
や
、
子

の
病
院
。
今
年
の
国
ス
ポ
は
青
森
で
平

日
開
催
↓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
い

な
ぁ
と
思
い
な
が
ら…

う
ま
（
馬
）
ー

く
時
間
を
有
効
活
用
し
た
い
で
す
！

　
最
近
の
帰
社
後
は
、
も
う
す
ぐ
３
歳

に
な
る
双
子
の
息
子
た
ち
の
保
育
園
お

迎
え
↓
帰
宅
後
一
緒
に
夕
ご
飯
↓
遊
ぶ

↓
ケ
ン
カ
勃
発
↓
仲
裁
↓
仲
直
り
し
て

遊
ぶ
↓
ケ
ン
カ
↓
仲
裁
↓×

∞
↓
お
風

呂
に
入
れ
る
↓
添
い
寝
↓
一
緒
に
寝
落

ち
↓
気
づ
け
ば
朝
と
ド
ジ
ャ
ー
ス
投
手

陣
も
顔
負
け
の
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
毎
日
！

　
新
し
い
年
は
こ
れ
に
何
が
加
わ
っ
て

く
る
か
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
は
念
願
の
東
京
ベ
イ
サ
イ
ド

ツ
ー
デ
イ
マ
ー
チ
に
参
加
し
、
有
明
↓

豊
洲
↓
門
前
仲
町
↓
両
国
↓
日
本
橋
↓

銀
座
↓
芝
公
園
↓
芝
浦
↓
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
↓
お
台
場
と
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
組
合
で
は
本
年
も

問
屋
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
予
定
で
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
は
人
生
初
め
て
の
肺
炎
に
か
か

り
２
週
間
も
仕
事
を
休
む
こ
と
に…

後

厄
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
年
で

し
た
。

　
今
年
は
子
ど
も
達
が
年
長
・
年
中
・

年
少
の
年
と
な
る
の
で
、
３
年
間
は
ラ

ン
ド
セ
ル
選
び
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

お
金
に
困
ら
な
い
よ
う
に
早
い
う
ち
か

ら
両
家
に
ラ
ン
ド
セ
ル
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ー
ヒ
ー
を
豆
か
ら
挽
い
て

飲
む
こ
と
に
は
ま
り
、
一
緒
に
食
べ
る

お
菓
子
や
パ
ン
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
と
３
キ
ロ
痩
せ
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
に
食
欲
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
情
報
を
見
つ
け
て
は
自
分

で
試
す
の
で
す
が
、
全
然
痩
せ
な
く
て

び
っ
く
り
し
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
引
き

締
ま
っ
た
体
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
昨
年
は
結
婚
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
充
実

し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
最
近
始
め
た
ば
か
り
の
ピ

ラ
テ
ィ
ス
を
緩
く
続
け
る
こ
と
を
目
標

に
、
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
、
心
身
と
も
に
健
康
的
な
１
年

に
し
た
い
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
弟
が
中
学
生
と
な
り
、
部
活

等
で
送
り
迎
え
を
す
る
機
会
が
増
え
て
、

若
い
お
父
さ
ん
で
す
ね
と
間
違
え
ら
れ

る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
絶

賛
反
抗
期
中
の
弟
を
見
る
と
、
自
分
に

は
来
な
か
っ
た
反
抗
期
は
こ
ん
な
風
な

の
か
と
毎
日
楽
し
い
で
す
が
、
誇
れ
る

兄
で
い
ら
れ
る
よ
う
今
年
も
１
年
間
楽

し
く
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
は
大
阪
万
博
に
行
っ
た
り
人
生

初
の
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
と
刺
激
的

な
体
験
が
多
い
１
年
で
し
た
。
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
た

２
０
２
５
年
で
し
た
が
今
年
は
穏
や
か

な
１
年
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
運
動
不
足
で
着
々

と
体
重
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
毎
日

30
分
程
度
の
運
動
を
す
る
よ
う
に
し
て

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
健
康
第
一
で

頑
張
り
た
い
で
す
。

　
昨
年
は
多
く
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
午
年
で
す
。
力
強
く
前
進
す

る
馬
の
よ
う
に
物
事
が
順
調
に
進
み
、

幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る
年
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
私
自
身
、
昨
年
は
あ

ま
り
良
い
年
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
、

少
し
で
良
い
の
で
肖
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
午

年
）
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専
務
理
事

青
森
問
屋
町
配
送
㈱
専
務
取
締
役

赤
　坂
　
　
　晃

業
務
部
長

西
　田
　一
　実

総
務
部
長

成
　田
　賀
　子

総
務
部
主
幹

田
　中
　静
　香

総
務
部
主
査

鶴
　谷
　優
　子

総
務
部
主
幹

鎌
　田
　綾
　野

総
務
部
主
事

山
　本
　
　
　舞

業
務
部
主
事

堀
　内
　大
　暉

業
務
部
書
記

後
　藤
　康
　生

青
森
問
屋
町
配
送
㈱
業
務
部
長

佐
　藤
　博
　善

事
務
局
長

小
田
切
　勇
　治

業
務
課
長

五
十
嵐
　
　
　敦

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
職
員
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10
日
▽
㈿
山
形
流
通
団
地
来
所

11
日
▽
国
内
経
済
視
察
会
反
省
会

12
日
▽
第
49
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

表
彰
式

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
40

回
会
員
交
流
会

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
第
１
回
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会

18
日
▽
第
７
回
理
事
会

　
　
▽
第
７
回
問
屋
町
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

４
日
▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
の
基
礎

９
日
▼
人
材
定
着
セ
ミ
ナ
ー

11
日
▼
成
果
を
生
み
出
す
会
議
術

16
日
▼
経
理
業
務
の
Ｄ
Ｘ
実
践
法

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

12
月

１
日
▽
問
屋
町
ト
ラ
ン
ク
ボ
ッ
ク

ス
２
号
館
オ
ー
プ
ン

２
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
39
回
通
常
総
会

４
日
▽
組
合
員
昼
食
会

５
日
▽
第
49
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
（
２
日
目
）

　
　
▽
問
屋
町
納
税
貯
蓄
組
合
第

55
回
定
例
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
37
回
親
睦
交
流
会

９
日
▽
㈿
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
来
所

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
で

は
、
忘
年
会
を
兼
ね
た
第
40
回
会

員
交
流
会
を
12
月
12
日
（
金
）
に

百
代
で
開
催
し
、
同
会
会
員
ら
24

名
が
参
加
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
は
じ
め
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
測
定
を
行
っ
た
。
今

回
は
目
標
達
成
者
が
出
ず
、罰
ゲ
ー

ム
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
者
全
員
で

ス
ク
ワ
ッ
ト
に
挑
戦
し
た
。ま
た
、

余
興
で
は
参
加
者
全
員
に
よ
る

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
実
施
。
対
戦

相
手
は
く
じ
で
決
め
、
一
瞬
で
勝

敗
が
決
ま
る
対
戦
や
粘
り
強
い
勝

負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
同
会
で
は
11
月
５
日（
水
）

か
ら
７
日（
金
）ま
で
の
３
日
間
、

岡
山
、
高
松
、
高
知
方
面
へ
の
視

察
研
修
会
を
実
施
し
、
会
員
ら
８

名
が
参
加
し
た
。

　
視
察
先
で
あ
る
高
知
市
の
ひ
ろ

め
市
場
は
市
中
心
部
に
位
置
し
、

食
文
化
、
観
光
、
交
流
の
拠
点
と

　
12
月
９
日
（
火
）
に
㈿
金
沢
問

屋
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
田
中
副
理
事

長
を
は
じ
め
５
名
が
当
卸
団
地
を

視
察
に
訪
れ
た
。

　
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当

組
合
も
利
用
し
て
い
る
厚
労
省
の

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
を

活
用
し
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
先
行
事
例
と
し
て

し
て
１
９
９
８
年
に
オ
ー
プ
ン
。

約
60
店
舗
が
並
び
高
知
の
名
産
品

や
伝
統
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

市
場
内
の
至
る
所
に
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
が
並
ん
で
い
て
好
き
な
も
の

を
持
ち
寄
っ
て
食
べ
る
ス
タ
イ
ル

で
、
休
日
に
は
１
日
１
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
。
周
辺
商

店
街
や
宿
泊
施
設
へ
の
回
遊
効
果

も
高
く
、
地
元
の
祭
り
や
伝
統
行

事
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
季
節

ご
と
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
そ
の
ほ
か
視
察
団
一
行
は
、
倉

敷
美
観
地
区
や
土
佐
刃
物
流
通
セ

ン
タ
ー
等
を
視
察
し
た
。

当
卸
団
地
を
視
察
し
た
。

　
当
日
は
、
当
組
合
の
柳
谷
理
事

長
の
挨
拶
後
、
組
合
概
要
や
同
助

成
金
を
活
用
し
実
施
し
て
い
る
人

材
確
保
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ

ン
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
視
察
や
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

冬場でもできる手軽な運動を体験視察先のひろめ市場

㈿金沢問屋センター来所

同友会会員交流会

食
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
ら
50

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
市
健
康
づ
く

り
推
進
課
の
田
中
保
健
師
が
冬
場

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
田
中
氏
は
「
冬
は
基
礎
代
謝

が
上
が
り
運
動
効
果
が
高
く
な
る

た
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不
足
の

解
消
に
効
果
的
。
毎
日
プ
ラ
ス
10

分
元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
死

亡
リ
ス
ク
や
生
活
習
慣
病
発
症
等

を
低
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
階

段
を
積
極
的
に
利
用
し
た
り
歯
磨

き
中
に
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
す

る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
運

動
す
る
こ
と
が
大
事
」と
話
し
た
。

　
続
い
て
、（
公
財
）
み
ち
の
く
・

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
の
小
山
内
常

務
理
事
が
同
基
金
に
つ
い
て
紹
介

し
、
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

　
最
後
に
、
介
護
事
業
を
営
む
組

合
員
㈱
ア
ピ
イ
の
濱
田
社
長
が
、

同
社
が
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る

薔
薇
の
栽
培
、
コ
ス
メ
製
造
に
つ

い
て
説
明
し
た
。濱
田
社
長
は「
コ

ス
メ
作
り
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、〝
青
森
だ
か
ら
こ
そ
〞
で
き

る
環
境
は
あ
る
。
諦
め
ず
に
ア
イ

デ
ア
を
絞
り
出
し
て
新
規
開
拓
を

し
て
良
い
品
を
届
け
る
こ
と
は
地

域
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
活
動

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
12
月
18
日
（
木
）
に
第
７
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
第
49
回

問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
運
営
委
員
会
か
ら
の
意
見

に
つ
い
て

案
件
二
．
２
０
２
５
年
度
第
８
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

旧年中は格別のお引き立てをたまわり厚くお礼申しあげます。
本年も変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申しあげます。謹 賀 新 年　

理
事
長
　
柳
谷
　
章
二

副
理
事
長
　
佐
治
　
隆
雄

副
理
事
長
　
石
田
　
憲
久

専
務
理
事
　
赤
坂
　
　
晃

理
　
　
事
　
工
藤
　
正
博

理
　
　
事
　
佐
々
木
　
聡

理
　
　
事
　
江
渡
　
文
隆

理
　
　
事
　
大
平
　
幹
夫

理
　
　
事
　
鷲
尾
　
晴
実

理
　
　
事
　
船
越
　
秀
彦

理
　
　
事
　
太
田
　
雄
三

理
　
　
事
　
鳴
瀨
　
正
彦

理
　
　
事
　
柿
﨑
　
忠
俊

監
　
　
事
　
和
田
　
祥
平

監
　
　
事
　
桂
木
　
敏
介

（
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
）

（
㈱
プ
リ
モ
）

（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
）

（
㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
）

（
㈱
Ｋ
Ｇ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

（
青
森
三
菱
自
動
車
販
売
㈱
）

（
江
渡
商
事
㈱
）

（
㈱
大
平
教
材
社
）

（
㈱
技
研
）

（
㈱
角
弘
）

（
㈱
伸
和
産
業
）

（
大
青
工
業
㈱
）

（
青
森
綜
合
警
備
保
障
㈱
）

（
和
田
ゴ
ム
販
売
㈱
）

（
㈲
桂
工
業
）

第
７
回
理
事
会

会
員
交
流
や
視
察
研
修
で

親
睦
深
め
る

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

　
12
月
４
日
（
木
）
に
組
合
員
昼

冬
場
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
な
ど
紹
介組

合
員
昼
食
会

㈿
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
が

視
察
来
所
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
の
６
月
に
大
阪
万
博
で
猛
烈
な
暑

さ
を
体
験
し
、
私
の
中
で
は
今
ま
で
で
一

番
長
い
夏
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
青
森
開
港
４
０
０
年
記
念
事

業
や
青
森
市
を
中
心
と
し
た
国
ス
ポ
が
開

催
さ
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
私
は
ミ
ー
ハ
ー
気
分
で
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
マ
イ
３
大
ニ
ュ
ー
ス

は
「
大
阪
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
は
凄

か
っ
た
！
」「
廣
田
神
社
の
御
神
輿
を
復

活
さ
せ
た
！
」「
念
願
だ
っ
た
高
知
県
の

ひ
ろ
め
市
場
に
行
っ
て
昼
か
ら
カ
ツ
オ

の
塩
た
た
き
と
日
本
酒
を
飲
め
た
！
」

で
す
。
新
年
も
た
く
さ
ん
の
「
面
白
い

こ
と
」
に
出
会
え
ま
す
よ
う
に
。

　
昨
年
は
久
し
ぶ
り
に
国
内
経
済
視
察

会
に
随
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
に
行
っ
て
み
な
い
と
感
じ
ら
れ
な

い
空
気
感
、
熱
意
、
裏
話
、
視
察
先
の

お
も
て
な
し
な
ど
、
様
々
な
学
び
が
あ

り
ま
し
た
。

　「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」。
２
０
２
６

年
は
積
極
的
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
五

感
全
て
で
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
毎
年
有
給
休
暇
が
パ

ツ
パ
ツ
で
す
。
絶
賛
思
春
期
の
息
子
が

所
属
す
る
男
子
新
体
操
チ
ー
ム
の
推
し

活
に
、
名
ば
か
り
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
の
活
動
、
自
分
の
定
期
健
診
や
、
子

の
病
院
。
今
年
の
国
ス
ポ
は
青
森
で
平

日
開
催
↓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
い

な
ぁ
と
思
い
な
が
ら…

う
ま
（
馬
）
ー

く
時
間
を
有
効
活
用
し
た
い
で
す
！

　
最
近
の
帰
社
後
は
、
も
う
す
ぐ
３
歳

に
な
る
双
子
の
息
子
た
ち
の
保
育
園
お

迎
え
↓
帰
宅
後
一
緒
に
夕
ご
飯
↓
遊
ぶ

↓
ケ
ン
カ
勃
発
↓
仲
裁
↓
仲
直
り
し
て

遊
ぶ
↓
ケ
ン
カ
↓
仲
裁
↓×

∞
↓
お
風

呂
に
入
れ
る
↓
添
い
寝
↓
一
緒
に
寝
落

ち
↓
気
づ
け
ば
朝
と
ド
ジ
ャ
ー
ス
投
手

陣
も
顔
負
け
の
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
毎
日
！

　
新
し
い
年
は
こ
れ
に
何
が
加
わ
っ
て

く
る
か
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
は
念
願
の
東
京
ベ
イ
サ
イ
ド

ツ
ー
デ
イ
マ
ー
チ
に
参
加
し
、
有
明
↓

豊
洲
↓
門
前
仲
町
↓
両
国
↓
日
本
橋
↓

銀
座
↓
芝
公
園
↓
芝
浦
↓
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
↓
お
台
場
と
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
組
合
で
は
本
年
も

問
屋
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
予
定
で
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
は
人
生
初
め
て
の
肺
炎
に
か
か

り
２
週
間
も
仕
事
を
休
む
こ
と
に…

後

厄
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
年
で

し
た
。

　
今
年
は
子
ど
も
達
が
年
長
・
年
中
・

年
少
の
年
と
な
る
の
で
、
３
年
間
は
ラ

ン
ド
セ
ル
選
び
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

お
金
に
困
ら
な
い
よ
う
に
早
い
う
ち
か

ら
両
家
に
ラ
ン
ド
セ
ル
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ー
ヒ
ー
を
豆
か
ら
挽
い
て

飲
む
こ
と
に
は
ま
り
、
一
緒
に
食
べ
る

お
菓
子
や
パ
ン
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
と
３
キ
ロ
痩
せ
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
に
食
欲
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
情
報
を
見
つ
け
て
は
自
分

で
試
す
の
で
す
が
、
全
然
痩
せ
な
く
て

び
っ
く
り
し
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
引
き

締
ま
っ
た
体
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
昨
年
は
結
婚
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
充
実

し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
最
近
始
め
た
ば
か
り
の
ピ

ラ
テ
ィ
ス
を
緩
く
続
け
る
こ
と
を
目
標

に
、
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
、
心
身
と
も
に
健
康
的
な
１
年

に
し
た
い
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
弟
が
中
学
生
と
な
り
、
部
活

等
で
送
り
迎
え
を
す
る
機
会
が
増
え
て
、

若
い
お
父
さ
ん
で
す
ね
と
間
違
え
ら
れ

る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
絶

賛
反
抗
期
中
の
弟
を
見
る
と
、
自
分
に

は
来
な
か
っ
た
反
抗
期
は
こ
ん
な
風
な

の
か
と
毎
日
楽
し
い
で
す
が
、
誇
れ
る

兄
で
い
ら
れ
る
よ
う
今
年
も
１
年
間
楽

し
く
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
は
大
阪
万
博
に
行
っ
た
り
人
生

初
の
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
と
刺
激
的

な
体
験
が
多
い
１
年
で
し
た
。
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
た

２
０
２
５
年
で
し
た
が
今
年
は
穏
や
か

な
１
年
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
運
動
不
足
で
着
々

と
体
重
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
毎
日

30
分
程
度
の
運
動
を
す
る
よ
う
に
し
て

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
健
康
第
一
で

頑
張
り
た
い
で
す
。

　
昨
年
は
多
く
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
午
年
で
す
。
力
強
く
前
進
す

る
馬
の
よ
う
に
物
事
が
順
調
に
進
み
、

幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る
年
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
私
自
身
、
昨
年
は
あ

ま
り
良
い
年
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
、

少
し
で
良
い
の
で
肖
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
午

年
）
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専
務
理
事

青
森
問
屋
町
配
送
㈱
専
務
取
締
役

赤
　坂
　
　
　晃

業
務
部
長

西
　田
　一
　実

総
務
部
長

成
　田
　賀
　子

総
務
部
主
幹

田
　中
　静
　香

総
務
部
主
査

鶴
　谷
　優
　子

総
務
部
主
幹

鎌
　田
　綾
　野

総
務
部
主
事

山
　本
　
　
　舞

業
務
部
主
事

堀
　内
　大
　暉

業
務
部
書
記

後
　藤
　康
　生

青
森
問
屋
町
配
送
㈱
業
務
部
長

佐
　藤
　博
　善

事
務
局
長

小
田
切
　勇
　治

業
務
課
長

五
十
嵐
　
　
　敦

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
職
員
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２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
12
月
８
日
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
被
災
地
域
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西

万
博
２
０
２
５
に
は
国
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
や

日
本
文
化
を
発
信
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

国
内
経
済
で
は
、
高
市
政
権
に
よ
る
積
極
財
政
の
始
動
や
日
本
銀
行
の
利
上
げ
、
そ
れ

に
伴
う
貸
出
金
利
の
上
昇
な
ど
を
背
景
に
、
長
ら
く
続
い
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却

が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
は
企
業
経
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
域
中
小
企
業
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
当
組
合
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
団
地
再
整
備
事
業

で
は
、
脱
退
が
２
社
発
生
し
た
も
の
の
、
既
存
組
合
員
に
よ
る
追
加
利
用
等
に
よ
り
団

地
内
に
は
ほ
ぼ
空
き
区
画
の
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
全

国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
連
合
会
の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
卸
団
地
拡
張
計
画
事
業
化

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
景
観
再
整
備
事
業
で
は
、
高
度
化
資
金
を
活
用
し
て
問
屋
町
地
区
枝
線
道
路
南
北
ラ

イ
ン
及
び
銀
杏
の
実
が
な
る
街
路
樹
２
２
２
本
の
伐
採
・
伐
根
及
び
歩
道
整
備
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
本
年
５
月
に
は
、
世
界
的
な
建
築
家
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

木
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
問
屋
町
会
館
周
辺
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
９
７
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
問
屋
町
交
流
ス
ト
ア
は
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
か
ら
９
月
に
閉
店
と
し
、
跡
地
は
ニ
ー
ズ
が
高
い
問
屋
町
ト
ラ
ン
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
２
号
館
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
も
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
取
り
組
み
で
は
、
組
合
員
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
要
望
の
多

か
っ
た
中
途
採
用
者
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
に

は
組
合
員
８
社
が
参
加
し
、
正
社
員
・
パ
ー
ト
あ
わ
せ
て
４
名
の
採
用
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
や
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
加
え

て
、
海
洋
ご
み
拾
い
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
組
合
員
企
業
の
従
業
員
の
皆
さ
ん

と
夏
泊
半
島
大
島
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
も
最
重
要
課
題
で
あ
る
団
地
再
整
備
事
業
を
着
実
に
推
進
し
つ
つ
、
経

済
的
価
値
・
社
会
的
価
値
・
文
化
的
価
値
の
そ
れ
ぞ
れ
の
創
出
事
業
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
、
組
合
員
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
組
合
員
の
更
な
る
発
展
と
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
　
事
　
長

柳
　谷
　
　章
　二

①街路樹伐採等実施①街路樹伐採等実施
問屋町地区では街路樹（イチョウ）によって歩道の劣化や夜間
照度低下等が引き起こされていることを受け、卸団地景観再整
備計画の一環で、枝線道路南北ライン等の街路樹222本を
伐採・伐根し、アスファルト舗装による歩道整備を行った。

②問屋町内交通死亡事故
　ゼロ１万日達成
②問屋町内交通死亡事故
　ゼロ１万日達成

２０２６年５月完成予定
デザイン　隈研吾建築都市設計事務所

2025年３月14日をもって問屋町内交通
死亡事故ゼロ１万日を達成。
記念事業として、決起大会開催、紅白１口
饅頭配付、卸団地隣接地交差点へのカー
ブミラー設置、市内全小学校へのストップ
マーク寄贈を実施した。

⑤景観事業20周年記念
　花と緑のコンクール開催
⑤景観事業20周年記念
　花と緑のコンクール開催

景観事業20周年を記念し、問屋町
花と緑のコンクールを開催。
自社敷地内の緑地管理や花壇整
備などに取り組む組合員から応募
があり、優秀賞５社、功労賞15社
を選定した。

⑥若手従業員交流会開催⑥若手従業員交流会開催 ⑦市道除排雪の改善に
　向けて市に要望書提出
⑦市道除排雪の改善に
　向けて市に要望書提出

組合の若者定着促進事業の一環で
若手従業員交流会を11月に開催。
交流会には入社１～５年目の組合
員従業員16名が参加し、ペアワー
クやグループワークを通して交流を
深めた。

⑧組合がエコアクション21
　の認定を受ける
⑧組合がエコアクション21
　の認定を受ける

９月に組合が環境省のエコアクショ
ン21に初認定された。
組合では問屋町会館の省エネ化に
取り組んでおり、2024年に事務局
内に設置されたプロジェクトチーム
を中心に準備を進め、認定に至った。

近年、青森市が実施する問屋町内
市道の除排雪頻度減少や実施の
タイミング遅滞などで車両通行に
支障をきたしていることを受け、
組合では10月に市に対して改善
の要望書を提出した。

⑩問屋町交流ストア閉店⑩問屋町交流ストア閉店

組合会館に併設していた問屋町
交流ストアが９月に閉店した。
近年、問屋町内にコンビニやスー
パーなどが出店し、担ってきた役割
を終えたと判断して55年の歴史に
幕を下ろした。

⑨共同倉庫・共同駐車場等
　利用料金改定
⑨共同倉庫・共同駐車場等
　利用料金改定

近年の物価高騰等に対応すべく、
組合の共同倉庫や共同駐車場、トラ
ンクボックス等の利用料金を改定し
た。倉庫は36年ぶり、駐車場は25年
ぶり、トランクボックスは15年前の
開業以来の改定となった。

③トランクボックス
　２号館オープン
③トランクボックス
　２号館オープン
トランクボックス２号館が12月にオープ
ンした。
2011年に開業した１号館の稼働率が
ここ数年100％に近く、空きがほとんどな
い状況が続いていたため、問屋町交流ス
トア跡地をリフォームした。

④中途採用者
　合同企業説明会開催
④中途採用者
　合同企業説明会開催
８月に中途採用者を対象とした合同企業
説明会を問屋町会館で初開催した。
同説明会は組合員からの開催を望む声
を受け企画。当日は組合員８社が出展し、
３４名の求職者が来場。３社で計４名が
採用となった。

2025年問屋町10大ニュース
伐採前

伐採後木のデザイン彩る新しい問屋町へ木のデザイン彩る新しい問屋町へ


